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ちょっと古いのですが、NHKライブラリーから“死を看取る医学 ホスピスの現場から”を

紹介します。  

私達はいつかは死ぬ。死亡率は 100％であると、常に死を意識して働いています。総合カン

ファ、ケースカンファを行いつつも、ではどうしたらよかったのか、これからどうしよう

かと常に無力感におそわれます。  

ここで、この書を通してもう一度“死を看取るとは”を考えてみてはいかがでしょうか。

ホスピスと緩和ケアの違い、それぞれの視点からの考え方など参考にしてはいかがでしょ

うか。  
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